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　しんきん若手経営者の会 SYMS は皆様のおかげをも
ちまして 45 周年を迎えます。一昨年は価値の再発見、
昨年は本質の大切さと時代に即した変化について学んで
参りました。今年度はその学びを活かし、45 周年とし
て新たなスタートをきる改革元年と致します。
　SYMS は研修を通じて若手経営者としての資質の向
上を図り、以て企業の発展と地域社会の繁栄に貢献する
ことを目的としています。帝国データバンクの調べによ
りますと、2018 年全国の中小企業の社長の平均年齢は
59.7 歳で過去最高となっています。45 歳以下の我々は
経営者としてはまだまだ若手で未熟であり、成長するた
めに知識、仲間、経験がもっと必要であると感じます。
そこで今一度 SYMS を経営者の学びの場と位置付け、
更なる資質の向上を目指したいと考えます。
　今年度は運営方針に「リアルを超えろ !」を掲げます。
交流も重要な学びの一つとし、一人ひとりが現状に満足
せず自身の質を高め、能力を超え、自身の成長を実感で
きる 1 年を目指します。そのためには支部活動の役割が
重要となります。今年度は改革の一つとして支部活動
を SYMS での日々の学びの場と位置付けます。支部で
は経営者に必要な多種多様な学びのニーズに対応できる

よう「もっと知識を、もっと仲間を、もっと経験を」を
合言葉に、学びの機会や種類を豊富にすることで、支部
活動の充実を図りましょう。本会、委員会では従来の活
動に加え、支部活動がより充実するよう委員会構成の改
革を行います。新たに支部長を対象としたリーダーミー
ティングを適時開催し、情報交換、切磋琢磨、新たな構
想など支部運営の充実に資する場と致します。また、セ
ミナー委員会は副支部長を対象とし、セミナーの実施と
共に今後支部運営を担うための学びの場と致します。
　45 周年、改革元年。会員相互の成長に繋がる活動と
なるよう取り組んで参ります。是非、SYMS を自身の
成長の場としてご活用頂き、貪欲に学びましょう。我々
若手経営者が SYMS での学びを活かし地域社会で活躍
することで、SYMS は存在感を高め、地域にとって必
要とされる存在になれると確信致します。会員の皆様に
は SYMS 活動へ積極的に参加して頂き、「自身のリアル
を超え」自身の成長を実感できる 1 年を目指しましょう。
そして企業の発展に繋げていきましょう。

第45代会長　谷 口 貴 之～もっと知識を、もっと仲間を、もっと経験を～

2020年度SYMS運営方針

リアルを超えろ！

重　点　方　針
・支部活動を SYMS での日々の学びの場と位置付ける

（支部活動の充実）

　　　☞学びの機会や種類を豊富にし、

　　　　経営者にとって必要な学びの実施

　　　☞必要に応じてブロック事業、

　　　　他支部との事業連携、オープン化の実施

・特別委員会「リーダーミーティング」の設置・運営　

支部長対象

・セミナー委員会　副支部長対象　

・４５周年特別セミナーの実施（経営・経営実務セミナー）

※今年度ＳＹＭＳフェアは開催致しません。より良いフェアを
目指し、準備期間と致します。

※ Next Innovation 委員会は廃止致します。

２０２０年度　ＳＹＭＳ本会役員
役　名 氏　名 支部名 企業名 役職名 新・再

会　長 谷口貴之 鼎 谷口醸造㈱ 常務取締役 新 任

副会長 古田　誠 桐　林 古田工業㈱ 代表取締役 再 任

〃 田中真司 西 ㈲田中鉄筋 代表取締役 再 任

〃 松田　学 高　森 ㈱エムケーセラ 代表取締役社長 新 任

〃 中村俊之 本　店 ㈱中　　村 専務取締役 新 任

直前会長 澤柳浩成 上　郷 上郷木材㈱ 代表取締役 新 任

監　事 原　章夫 上　郷 ㈲原塗料店 代表取締役 再 任

〃 澤　栄一 大　島 ㈲石の澤屋 取　締　役 新 任

相談役 久保敷悟 高　森 ㈲久保敷製作所 代表取締役 再 任

〃 今井啓介 名古熊 ㈱飯田マツブツ 代表取締役 再 任

〃 大平　仁 本　店 ㈱アイテク 代表取締役社長 新 任

幹　事 各支部長

副幹事 各副支部長

顧　問 小池貞志 飯田信用金庫 理　事　長

参　与 宮嶋　徹 飯田信用金庫 常 務 理 事

〃 各 店 長 飯田信用金庫

【２０２０年度　委員会構成】
・支部活動では難しい学びの実施

・委員会同士の連携強化

◎総務（古田委員長）

　　　・常任役員会、役員会等の企画運営

　　　・特別委員会「リーダーミーティング」の運営　　　　

支部長対象

　　　・支部活動のサポート

◎セミナー委員会（田中委員長）　　副支部長対象

　　　・４５周年特別セミナーの企画運営（経営・経

営実務セミナー）

　　　・ＳＹＭＳ＆同友会経営者大会の企画運営

◎情報委員会（松田委員長）

　　　・年２回、会報の作成

　　　・ＳＹＭＳホームページ、情報共有サイトの充実

　　　・「ビジネスマッチングフェア in Hamamatsu2020」

　　　　（企業展示会中止。ウェブ出展のみ実施予定。）

◎交流委員会（中村委員長）

　　　・会員交流ゴルフ大会の企画運営（個人戦、支部対抗）

　　　・ＳＹＭＳ新会員・若手会員交流会の企画運営

ブロック 担　当 支　部　名

１ 中村副会長 本　店 西 橋　北 上飯田

２ 澤柳直前会長 鼎 名古熊 松　尾 城　東 上　郷

３ 田中副会長 切　石 伊賀良 山　本 駒　場

４ 松田副会長 大　島 高　森 喬　木 豊　丘

５ 古田副会長 時　又 桐　林 阿　南 新　野
天　龍
南信濃

ブロック編成・常任役員担当支部
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 松田　　　　学（情報委員会担当） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　我々経営者は経営に関する意思決定を常に求め
られます。その意思決定の判断材料となる「情報」
はさまざまな方法で収集できますが、正確に迅速
に必要な情報を収集する能力が必要となります。
同様に、情報社会となった現代は情報発信にも価

値がおかれ、ニーズにあった情報発信能力が必要です。
　情報委員会の役割は年２回の会報の作成、SYMS ホームページの
運営、ビジネスマッチングフェア in Hamamatsu の参加を通じ、本会
事業や支部活動の情報を発信し共有することで自ら学び、気づき、行
動に繋げて頂くよう努めることだと考えます。そこで今年度情報委員会
では、「心を動かす情報発信」を目指して活動を行います。事業の活
動報告や予定をいち早く発信し共有することで、一人ひとりの成長に
繋がる活発な活動への動機付けにしたいと考えます。委員会では活
動情報の収集、情報発信能力の向上を図ると共に、会員の皆様にホー
ムページを有効に活用していただけるよう説明や案内に注力致します。
また、ホームページ更新通知サービスへの全会員登録も進めて参りま
す。
　活発な情報発信のためには、会員皆様のご協力が必要となります。
有益な情報を共有し一人ひとりの成長に繋がる「リアルを超える場」と
なるよう努めてまいりますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

 田中　　真司（セミナー委員会担当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　新元号「令和」で幕開けた 2020 年。時代変化の
潮流は激しさを増し、求められるニーズは刻 と々変わる中、
我々若手経営者は、潮を見極め、柔軟にニーズに応えて
いく必要があります。そして SYMS は伊那谷最大規模の
若手経営者団体として、益々新時代の先導役にと期待さ

れています。45 周年を迎える今、改革元年とし、「リアルを超えろ！」と運営
方針が掲げられました。改革とは、現状の延長線上から日々 を「改善」し
ていくことと、未来に向けた新たなものを生み出す「革新」の融合と考えます。
　そこで本年度セミナー委員会では、改革を踏まえ、リアルを超えて
いくべく新たな視点による、新たなセミナーの開催を検討して参ります。
会員の皆さま一人ひとりが、自身の今を超え、企業の発展に留まらず、
地域の発展に貢献する人財へと成長を遂げていくことで、今まで以
上に必要とされるSYMS への改革の一歩に繋げて参ります。また、
周年特別セミナーでは、他を知ることで今在るものの価値を再確認し、
客観的に掴むことで革新的な発想を生み出し、経営に付加価値を
増すことのできるセミナーを目指して参ります。
　本年度の委員会が副支部長の皆さまの学びとなり、支部活動の
輝きを増し、SYMS ならではの事業がそれぞれの地域で脚光を浴び、
会員企業並びに SYMS が未来を切り拓くきっかけとなるよう務めて参
りますので、多くの会員の皆さまのご協力とご参加をお願い致します。
※セミナー委員会は副支部長を対象とし、次年度以降の支部運営の学びに繋げて頂きます。

 古田　　　　誠（総務・リーダーミーティング委員会担当）　　　

　本年度谷口会長が掲げられた「リアルを
超えろ！」という運営方針を受けて、SYMS
事業が会員の皆さまにとりまして質を高め能
力を超え、自身の成長を実感できる１年とな
りますように、総務として本会事業全体と全

委員会のまとめ役として努めます。
　一人ひとりが成長する為には支部活動がとても重要な場
となります。そこで新たに支部長の皆様を対象に２カ月に
一度開催する「リーダーミーティング委員会」が特別委員
会として設置されました。当委員会では、支部活動の情報
交換、状況把握等を通じ、学びの機会や種類を新たな視
点で考えることにより、学び多き支部活動の充実を目指し
て参ります。
　支部長の皆様と連携を密にして質を高め合い、支部の
強みや特色を最大限に引き出し経営者に必要な学びの実
施、ブロック事業・他支部との連携に繋げ、支部・SYMS
全体を盛り上げていきます。
　本年が会員相互の「リアルを超える」１年となるよう、

「もっと知識を、もっと仲間を、もっと経験を」を合言葉に、
学びと交流の場へ積極的に参加しましょう。皆さまのご協
力宜しくお願い致します。

 中村　　俊之（交流委員会担当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　運営方針の「リアルを超えろ！」、そして自身
の成長を実感できる１年の実現に向け、交流
委員会の役割は大変重要であると考えます。
セミナーで知識を得ることと同様に会員間での
交流から得る学びは我々若手経営者にとって

重要な学びの一つであるからです。
　私自身もSYMSに入会してから、交流することで様 な々考え
方があることや、自分の知識や能力が如何に不足しているかに
気づかされることが多 あ々りました。このような交流の中から得ら
れる学び、特に気づきが今の自分に妥協せず、成長し続ける
ための原動力になると考えます。もう一つ、成長し続けるために
重要なこと、それは仲間です。一緒に学び、高め合う仲間と成
長を分かち合うことで、持続的な成長が可能になると考えます。
　そこで当委員会では、一人でも多くの仲間、一つでも多く
の気づきを得られる事業を目指し、会員相互の成長に繋げて
いきます。そして、運営方針にある「もっと仲間を」を交流委
員会からも実現できるように、委員会内での率直な意見を交
わせる雰囲気づくりに注力してまいります。
　皆様のご協力と事業への積極的なご参加を宜しくお願い致
します。

副会長所信

平　澤　信　治

(石)

〒395-0825 
飯田市松尾城３９４９-２
TEL （0265）- 22-5705
FAX （0265）- 53-0705
E-mail auto-h@sky.plala.or.jp

携帯　090 - 2245 - 0837

新車・中古車・車検・点検整備・保険・鈑金塗装
（有）オートヒラサワ

（松尾　尾藤陽治）（松尾　平澤信治）
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株式会社アコーデックス
〒395-0823
長野県飯田市松尾明7671-2
TEL 0265-52-1488   FAX 0265-23-8881
URL http://acodeks.co.jp

 制御ソフト・画像処理ソフト開発、省力化機械開発・設計・製造

（松尾　佐々木志郎）　 （松尾　小池秀一）

　本年は２月からの新型コロナウイルス感染症での影響で、不要不急の外出の自粛が政府より要請されており、これにより会員各位
の企業は大変な事態に見舞われ、存続の危機にまで悩まされている企業が少なくないのではないかと感じているところです。早い収
束を願うばかりです。
　さて、昨年より令和という新しい時代となり、本年度は谷口会長の元、４５周年を迎えます。谷口会長は本年度を「改革元年」と
位置づけ、学びの場を増やして各会員が成長を実感できるようにと事業を進め、会員各位の更なる「資質の向上」を目指しております。
　企業を経営する中で、判断に行き詰まったりした時など、人に相談する事もあろうかと思いますが、最後の判断・方向は自分自身
で決断しなければなりません。正確な判断・方向が自分の考えの中から生み出せるように、また間違った方向に向かないためにも、
身近にあるこの会の活動に参加していろんな仲間といろんな付き合いや経験を積んで頂ければ、そういった判断力もおのずと身につい
て来るものと思います。
　会員一人一人が何のためにＳＹＭＳに入会し、何のために事業に参加するのかを会員同士で問いて頂き、自らＳＹＭＳに積極的に、
また貪欲に参加して頂き、自己研鑽の場として頂けたらと感じております。
　ＳＹＭＳの原点、「米百俵」の精神を勉強して頂き、あたらしい時代のＳＹＭＳを築いて行って頂きたいと思います。

　この度、相談役を退任することになりました、本店から出向しております柴田洋忠です。
　私は３０歳で飯田に戻って参り、父もＳＹＭＳ会長を務めたこともあることから、何の抵抗もなく当たり前のようにＳＹＭＳへ入会させて頂き
ました。初めは本店支部事業中心での参加でしたが、本会へ副会長として出向するようになってから様々の事を学ばせて頂きました。海
外セミナー委員長の時には「環境問題」「自動車生産工場」、そしてリニア時代を迎えるに当たり「ゼロから作られた街、都市開発」を視
察しました。情報委員長の時には、当時まだ委員会の名前が「広報委員会」でしたが、これからはＩＴの時代だと思い名前を「情報委員
会」と改めさせて頂き、ＤＯＣＯＭＯさんを講師にタブレットやスマートフォンを利用した、フェイスブック、ツイッター、ブログ、など情報発信の
方法を学び、ＳＹＭＳ会員の個人や企業をご紹介する「ハローＳＹＭＳ」（ホームページ）を立ち上げさせて頂きました。その後総務を経験
し、３９代会長に就任しました。会長の１年間では翌年実施される４０周年記念式典の準備に取り組み、当時の「ＳＹＭＳアピール２０００」
を「ＳＹＭＳ宣言－リニア時代を見据えて」に内容を変更し、それなりの形で４０代会長にバトンを渡すことができました。ＳＹＭＳでの約１７
年の経験は一言で言いますと「本当に楽しかった」に尽きます。本店支部の仲間だけでなく、常任役員の仲間、そして出会った全ての
会員の皆様に人生のかけがえのない出会いを頂いたと心より感謝致しております。
　今まさにコロナ時代に突入し、人との接し方が窮屈なものとなり、「新しい生活様式」が求められる
時代となりました。企業のリーダーであるＳＹＭＳ会員全ての方にこの難局を乗り越えるべく試練が与
えられております。こんな時こそ「米百俵の精神」の元、自己研鑚し、新たな経営方法を構築し、それ
らの改革ができるチャンスだと捉えて頂きたいと思います。今後それらの経験を「未来のＳＹＭＳ」につ
なげて頂けたらと期待します。
　最後になりますが、ＳＹＭＳで出会った全ての方に心から感謝を申し上げまして、退任のご挨拶とさ
せて頂きます。長い間本当にありがとうございました。

ＳＹＭＳ同友会　会長　手　塚　宏　行

飯田信用金庫　理事長　小　池　貞　志

相談役　柴　田　洋　忠

ＳＹＭＳへの想い　　　

2020 年度定期総会に寄せて　　

相談役退任にあたり、皆様へ感謝のご挨拶

　日頃は、ＳＹＭＳ本会や各支部の活動を通じまして、飯田信用金庫にご理解、多大なご支援をいただき誠にありがとうございます。
　澤柳会長のもと活動された 2019 年度は「不易流行」を運営方針に掲げ活動されました。若手経営者の学びの場として「経営
者を育て地域を豊かにする」という理念を大切に、ＳＹＭＳ会員の皆様が本質を見失うことなく、新しい情報をつかみ常に変化するこ
とがもとめられ、ＳＹＭＳフェアをはじめとして充実した活動がなされました。
　本年度は、第４５代谷口会長のもとに、「リアルを超えろ！」の方針が掲げられ、会員の皆様ご自身の成長の場としてのＳＹＭＳが際立っ
てくると期待します。米百俵の精神で培ってきた、知識経験を今まさに発揮し、千載一遇のチャンスとも言えるリニア中央新幹線開通
へ向けて、ＳＹＭＳ会員企業が地域発展の原動力となっていただくことを心からご期待いたします。
　飯田信用金庫といたしましても、より一層ＳＹＭＳとの連携を深め、地域社会発展のために信用金庫らしさに磨きをかけて取り組んで
まいります。ＳＹＭＳが新たな体制でさらなる発展をされますとともに、会員企業のご隆盛を祈念申し上げます。
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　２０１９年度 SYMS 賞をいただきました。

　２０１９年度当初から「支部表彰にて何かしらの受賞をする」ことが

私の目標でした。常任役員・副会長として３年活動させていただいた私

が支部長を務めるという前例のない人事が、支部活動にプラスに働くこと

の証明として、です。そして、支部の皆さんや支部事務局、大島支店

役職員の方々の多大なるご協力もあり、この度の受賞に至りました。

　表彰に際し、支部活動のオープン化や、不易流行に基づいた事業

を評価していただいたと伺いました。これが今後の SYMS 活動のお

役に立てば幸いです。受賞できて当たり前…と、勝手にプレッシャー

を感じておりましたが、今は受賞できほっとしております。…最優秀

SYMS 賞ではありませんでしたが ( 笑 )。

　この度、２０１９年度「特別賞」を第４ブロックに受賞いただき、誠

にありがとうございます。「各支部一回のブロック事業の開催を必須」

の取り決めからスタートした昨年度でしたが、その取り決めに留まらず、

各支部事業への参加協力が必然の流れの一年でした。数多くの事業

を通し、支部や地域の特色を知り、幅広い学びと交流により、SYMS

の不易流行を体感することができました。

　また、澤柳会長はじめ本会役員の方々には多くの事業にご参加、華

を添えて頂き感謝申し上げます。特に、担当頂いた平澤副会長の男気

には感服致しました。

　そして各支部長を担ぎ、支えてくれた副支部長、事務局の皆さんの

献身さのおかげで遂げることが出来ました。第４ブロックに関わって

頂いたすべての方に心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

県下最南端の本格ラーメン屋

〒399-1501　長野県下伊那郡阿南町北条1972

TEL.0260-22-2567　　　　

（松尾　篠田　修） （阿南　木下裕之）　

2019 年度 支部表彰結果報告
 最優秀 SYMS 賞　高森支部　　2019 年度支部長　（有）高森設備　内　山　裕　蔵

 SYMS 賞　大島支部　　　　   2019 年度支部長　（有）石の澤屋　澤　　　栄　一

 特 別 賞　第 4 ブロック　　　  豊丘支部長　エムエスファクトリー　前　野　俊　彦

　この度は、最優秀 SYMS 賞を頂きまして誠にありがとうござい

ます。

　支部会員をはじめ、多くの皆様よりお力添えを頂きましたこと 

心より感謝申し上げます。

　運営方針である不易流行のもと、お互いに刺激し合いながら、

共に学び、そして成長する。そんな思いで活動を行ってまいりましたが、

皆さんに刺激を頂く事が大変多く、私自身が成長させていただきまし

た。人との繋がりの大切さ、SYMS の魅力など改めて学ばせていただ

き、非常に充実した一年を過ごすことができました。　　　　

　多くの皆様に支えて頂き、本当に感謝でいっぱいの一年でした。

誠にありがとうございました。

　昨年度、事業に参加いただいた皆様はじめ、支部同友会員、常任役員の皆様や飯田信金役職員の皆様、関係各位に重ねて

お礼申し上げ、受賞の挨拶とさせていただきます。この度は誠にありがとうございました。
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（一社）日本新聞協会加盟社

長野県飯田市育良町2丁目2番地５　Tel.0265-22-3734　Fax.0265-24-0537

（切石　木村卓哉）　 （切石　伊藤利光）　

・支部活動を充実させ、学びの機会や種類を豊
富にし経営者にとって重要な学びの実施

・ブロック事業、他支部との交流、オープン化
事業の実施を行う

・新会員による勉強会の開催（紹介も兼ねて）

「己を知り、己を磨く」
　今年度は、会員一人一人が主体となり、今の自分
を今一度見つめ直し、越えるためには何が必要かそ
れぞれが考え、支部活動に反映し、一年を通して自
分の成長を実感できることを目標とする。

　支部統合後、表に見えない弊害を取り除くため
１年間はＳＹＭＳ会員、同友会員関係なく、事業
への出席をお願いし、参加者を増やします。本年
度運営方針でもある「もっと知識を、もっと仲間
を、もっと経験を」に基づき、交流を深めると共
に、幅広い年代で意見交換をする場を作り、多種
多様な学びを行い、支部活動の充実を図ります。

　世代を超えた交流で新たな価値観をみいだ
し、自身のさらなる成長を目指そう。
　時代を超えた交流の中で自身の新たな価値
観を発見しよう。
　時代・世代を超えた交流の中で様々な価値
観を学んでいこう。

攻撃は最大の防御
　これから訪れようとしている社会の企業経営は
非常に複雑なものとなることが予測される。想像もし
ていない脅威、常識の非常識化など、社会の変化
に取り残されないように｢攻め｣の発想を重要視し、
ひとりひとりが自身や自社にとっての付加価値を身
に付ける挑戦をする1年を目指す。

「強く、愉しく」
　○ 学　舎
　　　－支部研修事業の充実
　○ 会員増強
　　　－共に学び、成長できる仲間を増やす

人脈は宝
重点方針
・SYMS活動を通じ、様々な出会いを大切に
積極的に交流を図る。
・親しみやすく、楽しく、切磋琢磨できる
SYMS切石支部を全員で作る。

　会長の運営方針「リアルを超えろ！」を実現するために、支部
重点方針として、「無知の知」をもって望みたいと思います。経営
者として人間としての自分自身を、過大過小に評価することなく、
リアルな自分と向き合い、自分や仲間が何を知らないのかを明ら
かにし、支部活動を通じて共に学べるような場としたいです。
　困難に見舞われた時にこそ、自分にできることできない
ことを明確にし、得意なことはより強く、苦手なことは仲間
に頼れるような会にしたい。

・経営者として学び続け、
　更なる資質向上
・魅力ある支部事業の企画

支部交流を深め、お互いを知り、
自身を成長させる

私たちの地域をよく知り、
お互いに学び続けよう

本店支部

西支部

橋北支部

上飯田支部

㈱久米川温泉　山口　泰弘

鼎支部

ジェーアイテック㈱　尾藤　陽治

㈲飯田扇屋塗料　塩沢　貴弘

別所製菓㈲　別所　貴良

㈲カマクラ精工　鎌倉　智晃

上郷支部

㈲武井贈答品店　武井　公徳

城東支部神稲建設㈱　窪田　大介

松尾支部

中部プレハブダクト㈱　細川　大輔

名古熊支部

のんきや　木村　卓哉

㈲ハリカ飯田　中沼　慎一

切石支部

 ㈱原ホンダ　原　　秀一

伊賀良支部

山本支部 ㈱竹村左官店　竹村　英臣

・経営力を高める支部セミナーの実施
・同友会員との交流を目的とした支部ゴル
フコンペの実施

リアルの先へ
～桐林支部を見つめ直し、　
　　新たな可能性を探る～

財を遺すは下、事業を遺すは中、人を遺
すは上なり。されど、財なくんば事業保
ち難く、事業なくんば人育ち難し。

地域連携・地域密着　　　　
　　　　　　　
～地域を通じて、各人が知恵を出し合い・学び
　あい、そして会員各企業の発展を目指す！～

会員との交流を通じて学ぶ
・会員、同友会員との交流で自身の人脈
　強化・再発見　　　　　　　　　　　　
・会員企業の経営に活かせる勉強会の実施

ＭＯＲＥ

～貪欲にこれからの時代を生き抜く～

　本年度の会長方針である「リアルを超えろ！
～もっと知識を、もっと仲間を、もっと経験を～」
を踏まえ、一年間を通し自分たちの足元である
「豊丘村の歴史・文化・人 」々等、知っているよう
で知らない「豊丘村」への知識を深める活動を
行っていきます。また、飯田信用金庫豊丘支店と
協力して豊丘中学校にて中学生を対象とした「金
融学習会」「地元企業紹介」を行い、未来の豊丘
村へのアプローチを積極的に行います。
　支部交流ゴルフ・視察研修を開催し会員同士
の交流を深め、活性化を図り、年間の活動がす
べての会員の活力になるようにしてまいります。

「支部活動の充実」
　当支部は以前よりセミナーや勉強会等学び
の機会が少なかった。
　今年度は地元経営者や支部同友会員を講師
として招き、セミナーを開催することで会員
の知識や経験をより豊かにしていきたい。

「自己研鑽」
～自分自身の価値を高める為の学びと交流～

・新しい時代に対応した支部の在り方を
　模索する
・新会員の増強
・事業参加率の向上

駒場支部

㈱ふくやま　福山　尚樹

池端工業㈱　池端崇一郎

大島支部

アンダーデザイン　下井田　篤

高森支部

ひさわ薬局㈱　中村　哲也

豊丘支部

パナメイトコニシ　小西　雅和

つるや菓子舗　村松　圭介

喬木支部

時又支部下中屋　小池　昇治

桐林支部㈱しん美　片桐　審理

阿南支部 ㈲原建設工業　原　　信弘

㈲タナダ工業　木下　和章 新野支部

天龍南信濃支部

リアルを乗り越えろ！

特集 2020年度
支部重点方針
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株式会社

自動制御装置・各種計測器・エンコーダ等
その他関連機器の組立・配線・調整および修理

　   〠395-0805 長野県飯田市鼎一色303-1
TEL（0265）23-3094（代）　FAX（0265）21-1772
URL　http://maruhou-keiki.jp

（切石　日野英三）　 （切石　古田嘉仁）　

・支部活動を充実させ、学びの機会や種類を豊
富にし経営者にとって重要な学びの実施

・ブロック事業、他支部との交流、オープン化
事業の実施を行う

・新会員による勉強会の開催（紹介も兼ねて）

「己を知り、己を磨く」
　今年度は、会員一人一人が主体となり、今の自分
を今一度見つめ直し、越えるためには何が必要かそ
れぞれが考え、支部活動に反映し、一年を通して自
分の成長を実感できることを目標とする。

　支部統合後、表に見えない弊害を取り除くため
１年間はＳＹＭＳ会員、同友会員関係なく、事業
への出席をお願いし、参加者を増やします。本年
度運営方針でもある「もっと知識を、もっと仲間
を、もっと経験を」に基づき、交流を深めると共
に、幅広い年代で意見交換をする場を作り、多種
多様な学びを行い、支部活動の充実を図ります。

　世代を超えた交流で新たな価値観をみいだ
し、自身のさらなる成長を目指そう。
　時代を超えた交流の中で自身の新たな価値
観を発見しよう。
　時代・世代を超えた交流の中で様々な価値
観を学んでいこう。

攻撃は最大の防御
　これから訪れようとしている社会の企業経営は
非常に複雑なものとなることが予測される。想像もし
ていない脅威、常識の非常識化など、社会の変化
に取り残されないように｢攻め｣の発想を重要視し、
ひとりひとりが自身や自社にとっての付加価値を身
に付ける挑戦をする1年を目指す。

「強く、愉しく」
　○ 学　舎
　　　－支部研修事業の充実
　○ 会員増強
　　　－共に学び、成長できる仲間を増やす

人脈は宝
重点方針
・SYMS活動を通じ、様々な出会いを大切に
積極的に交流を図る。
・親しみやすく、楽しく、切磋琢磨できる
SYMS切石支部を全員で作る。

　会長の運営方針「リアルを超えろ！」を実現するために、支部
重点方針として、「無知の知」をもって望みたいと思います。経営
者として人間としての自分自身を、過大過小に評価することなく、
リアルな自分と向き合い、自分や仲間が何を知らないのかを明ら
かにし、支部活動を通じて共に学べるような場としたいです。
　困難に見舞われた時にこそ、自分にできることできない
ことを明確にし、得意なことはより強く、苦手なことは仲間
に頼れるような会にしたい。

・経営者として学び続け、
　更なる資質向上
・魅力ある支部事業の企画

支部交流を深め、お互いを知り、
自身を成長させる

私たちの地域をよく知り、
お互いに学び続けよう

本店支部

西支部

橋北支部

上飯田支部

㈱久米川温泉　山口　泰弘

鼎支部

ジェーアイテック㈱　尾藤　陽治

㈲飯田扇屋塗料　塩沢　貴弘

別所製菓㈲　別所　貴良

㈲カマクラ精工　鎌倉　智晃

上郷支部

㈲武井贈答品店　武井　公徳

城東支部神稲建設㈱　窪田　大介

松尾支部

中部プレハブダクト㈱　細川　大輔

名古熊支部

のんきや　木村　卓哉

㈲ハリカ飯田　中沼　慎一

切石支部

 ㈱原ホンダ　原　　秀一

伊賀良支部

山本支部 ㈱竹村左官店　竹村　英臣

・経営力を高める支部セミナーの実施
・同友会員との交流を目的とした支部ゴル
フコンペの実施

リアルの先へ
～桐林支部を見つめ直し、　
　　新たな可能性を探る～

財を遺すは下、事業を遺すは中、人を遺
すは上なり。されど、財なくんば事業保
ち難く、事業なくんば人育ち難し。

地域連携・地域密着　　　　
　　　　　　　
～地域を通じて、各人が知恵を出し合い・学び
　あい、そして会員各企業の発展を目指す！～

会員との交流を通じて学ぶ
・会員、同友会員との交流で自身の人脈
　強化・再発見　　　　　　　　　　　　
・会員企業の経営に活かせる勉強会の実施

ＭＯＲＥ

～貪欲にこれからの時代を生き抜く～

　本年度の会長方針である「リアルを超えろ！
～もっと知識を、もっと仲間を、もっと経験を～」
を踏まえ、一年間を通し自分たちの足元である
「豊丘村の歴史・文化・人 」々等、知っているよう
で知らない「豊丘村」への知識を深める活動を
行っていきます。また、飯田信用金庫豊丘支店と
協力して豊丘中学校にて中学生を対象とした「金
融学習会」「地元企業紹介」を行い、未来の豊丘
村へのアプローチを積極的に行います。
　支部交流ゴルフ・視察研修を開催し会員同士
の交流を深め、活性化を図り、年間の活動がす
べての会員の活力になるようにしてまいります。

「支部活動の充実」
　当支部は以前よりセミナーや勉強会等学び
の機会が少なかった。
　今年度は地元経営者や支部同友会員を講師
として招き、セミナーを開催することで会員
の知識や経験をより豊かにしていきたい。

「自己研鑽」
～自分自身の価値を高める為の学びと交流～

・新しい時代に対応した支部の在り方を
　模索する
・新会員の増強
・事業参加率の向上

駒場支部

㈱ふくやま　福山　尚樹

池端工業㈱　池端崇一郎

大島支部

アンダーデザイン　下井田　篤

高森支部

ひさわ薬局㈱　中村　哲也

豊丘支部

パナメイトコニシ　小西　雅和

つるや菓子舗　村松　圭介

喬木支部

時又支部下中屋　小池　昇治

桐林支部㈱しん美　片桐　審理

阿南支部 ㈲原建設工業　原　　信弘

㈲タナダ工業　木下　和章 新野支部

天龍南信濃支部

リアルを乗り越えろ！

特集 2020年度
支部重点方針

飯田市座光寺３9４８-１
TEL 0265-24-8115
ウェブショップはこちらから
https://www.chisanchisyoya.jp/

飯田市上郷別府1403-1
TEL 0265-49-8195

飯田市鼎名古熊2586-1
TEL 0265-23-9922

飯田市鼎一色49-1
TEL 0265-52-5355

飯田市座光寺3349-1
エス・バードB棟１F

飯田市座光寺3948-1
TEL 0265-56-1717

座光寺店

サン・コーポレーション有限
会社

3びきのこぶたグループ
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　2020 年 1 月 18 日に開催されました「SYMS フェア
2019」につきまして、ご協力いただきました会員の皆様
と出展企業の関係者、また信金職員の皆様に厚く御礼申
し上げます。
　昨年度より始まった SYMS フェアですが、今年度は
SYMS 以外の方にもご来場いただき、SYMS 会員を広
く PRすることを念頭に計画を行いました。
　多くの一般客にご来場いただくために中学校や高校へ
チラシを配布したり、出展企業や信金職員の皆様に広報
のご協力をいただき準備を進めてまいりましたが、どれ
だけの方が来ていただけるか予測がたたず、開催当日ま

株式
会社

本　社
〒３９５－０００１ 長野県飯田市座光寺６０３－１
TEL（０２６５）５２－２５７０  FAX（０２６５）２４－１９７８
携帯 080－3245－9142

三 村 拓 磨

（橋北　三村拓磨）　 （橋北　大橋隆通）　

SYMSフェア2019開催の御礼SYMSフェア2019開催の御礼
第４4代会長　澤　柳　浩　成

で不安でいっぱいでした。当日は各支部のご協力と各委
員のご尽力により準備から片付けまで、滞りなく進行す
ることができました。また 820 名もの皆様にご来場いた
だくことができ、飯田下伊那へ SYMS と会員を PR す
る目的は達成できたのではないかと思います。また様々
な会員企業が一堂に会したこのイベントを通じて、会員
自身が自社を見つめなおすきっかけにしていただけたの
ではないかと思います。
　来年度は開催がありませんが、ぜひグレードアップし
た SYMS フェアを行ってほしいと思います。ありがと
うございました。
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＜来場のきっかけ（複数回答）＞

＜年齢別参加比率＞

＜男女比率＞

チラシ
｠

新聞記事
知り合い
からの
紹介

 

その他
（LINE など）

勤務先
からの
紹介

家族
からの
紹介

10 代（34）
12％

20 代（10）
3％

30 代（68）
23％

40 代（81）
27％

男性（113）
38％

女性（179）
61％

未回答（3）１％

その他（2）１％

50 代（32）
11％

60 代以上（68）
23％

SYMSフェア2019
来場者アンケート結果（295名）

100
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0

｠52 人

17 人

98 人

5 人

38 人

81 人

（時又　新井　真） （時又　下井田篤）　
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　この度 SYMS 会報第 143 号編集長を務めさせ
ていただきました、大島支部の久保田です。
　今回は、新型コロナウイルスの感染拡大に
よる活動自粛の中での編集作業となり、会議の回数を減らす、
掲載内容の変更等の対応を取りながらの進行となりました。
このような状況の中でも会報を発行出来たことは大変すば
らしいことだと感じています。
　初めての委員会参加ではありましたが大変貴重な経験を
させていただきありがとうございました。

　 「SYMS ホームページ」に、「動
画ギャラリー」のページを作成
しましたのでご案内致します。
「動画ギャラリー」には本会事業

の様子を記録した動画が掲載されており、文字では伝わりに
くい各事業の雰囲気も良く伝わると大変ご好評いただいてお
ります。会員専用ページ、トップページの「動画ギャラリー」
のバナーをクリックしていただき、是非ご覧下さい！

２０２０年度のユーザー名、パスワードは以下の通りとさせ
て頂きます。
２０２０年 7月 28 日（火）　９：００　に変更します。

※毎年変更となるパスワードには法則性はありません。
※ＵＲＬは　ｈｔｔｐ：//ｓｙｍｓ．ｂｚ/　です。

◎ご注意点（詳しくはオープンサイト内の利用規約をご覧ください）

①ログインパスワードは、当会が毎年変更設定するものとし、変更の都度会

員へ通知します。新パスワードは通知により指定された日より有効となりま

す。

　　なお、パスワードの変更時期・設定方法等については会員に事前に通知

することなく変更する場合があります。

②ログインパスワードは、会員自身の責任において厳重に管理するものとし、

第三者へ開示しないでください。

③ログインパスワードにつき盗用、流出もしくは不正使用等の事実またはそ

のおそれがある場合は、当会に直ちに連絡してください。

　　この届出に対し、当会は調査を行い、必要と認められた場合、本ホームペー

ジの停止など適切な措置を講じます。

　　当会はこの届出に基づく必要な措置の手続の完了前のトラブル等に起因

する損害については、責任を負いません。

④送付上の事故

　　当会が発行したログインパスワードが送付上の事故等当会の責めによらな

い事由により、第三者がログインパスワードを知り得たとしても、そのため

に生じた損害については、当会は一切責任を負いません。

⑤ログインパスワードの部外者への提供を禁止します。

　この度、SYMS 会報第 143 号の副編集長
を仰せつかりました名古熊支部の長野と申し
ます。私自身情報委員会は 2 回目であり、副
編集長となり、2019 年度の運営方針である「不易流行」の
もと平澤委員長が優しく私たちを引っ張って下さり、時に
大盛り上がりし体調を崩されたこともありました。今まで他
の委員会も経験しましたがこれほどまでに、委員同士のま
とまり結束力が強く元気な委員会は初めての経験でした。
　副編集長として会報の製作に携わる事が出来て嬉しく思
います。

　この度 SYMS 会報第 143 号の副編集長
を任せて頂いた豊丘支部の岩崎です。
　初めての情報委員で分からないことも多
かった中、さらにコロナ禍の影響で編集作
業にも大幅な遅れがでてしまいました。それでも役員、委
員、事務局の方々のご協力により例年通り欠くことなく発行
できたことを嬉しく思います。それぞれが経営する会社にも
多大な影響が出ているであろう中、編集にご協力いただい
た皆様に感謝申し上げます。

関　島　和　幸

稲丘花卉園芸 カーネーション・花木栽培

S E K I J I M A 　 K A Z U Y U K I

〒395-0804  長野県飯田市鼎名古熊2083
TEL 0265-23-3048   FAX 0265-22-8400
TEL 090-6109-0960 
Mail sekijimak@gmail.com

長　野　善　光取締役

有限会社

395-0815 長野県飯田市松尾常盤台75-2
　　　　    T E L　026 5 - 2 2 - 7 0 2 6
　　　　　 F A X　0265 - 2 2 - 7 0 4 1
　　　　　 携　帯　090-7906-6223

（名古熊　関島和幸） （名古熊　長野善光）

編集長　大島支部
久保田印房　久保田光毅

副編集長　名古熊支部
　㈲ミチヤ　長野　善光

副編集長　豊丘支部
㈲イワサキ自動車　岩崎　達成

（喬木　木下由美子）　 （喬木　福山尚樹）　

情報委員会からのお知らせ

ＳＹＭＳホームページ
会員専用ページログインパスワードについて

編集後記


